
第３学年 道徳科（人権）学習指導案
１ 主 題 他者との信頼

２ 主題設定の理由（省略）

３ ねらい

正しく判断し，差別を許さない態度を育成するとともに，他者を信頼することで，よ

りよい人間関係を築こうとする態度を育成する。

４ 指導計画

学級や学年の課題 個別人権課題（単元）

普遍的な視点 めざす生活や生き方

ありのままの自分を出せない

「一冊のノート」（中学生の道徳 明日への扉）

［道徳科（Ｃ－14）］１時間

主人公が，一冊のノートに綴られた祖母の心情を知り， 家族との絆

心を改める姿を通して，家族の一員としての自覚をもって

充実した家庭生活を築こうとする心情を育てる。

「ウィルスの次にやってくるもの」（日本赤十字社動画教材）

［学級活動］１時間

新型コロナウイルス感染症から，体だけではなく心を守 正しい判断

り，社会を守るために不確かな情報に惑わされず，正しい

判断ができる態度を育てる。

「伴走者」（ＢＳ－ＴＢＳ開局20周年記念ドラマ）

［道徳科（Ｃ－15）］３時間

戦力外通告を受けた駅伝ランナーと，視力を失った元サ

ッカー選手が，ぶつかりながらも信頼関係を築いていく姿

から，共に支え合い成長していこうとする意欲や実践力を

育てる。

「ネット社会の部落差別」（大分県教育委員会指導資料）

［道徳科（Ｃ－11）］３時間 ３／３（本時）

正しく判断し，差別を許さない態度を育成するとともに，

他者を信頼することで，よりよい人間関係を築こうとする

態度を育成する。

他者との信頼 「ゆるせない就職差別」

正しい判断ができ，他者を信頼する ［学級活動］１時間

ことが，互いを支え合える人間関係を 就職差別につながると

築くことにつながる。 される14項目について学

習し，理不尽なことに対

・差別解消に向け，自分たちができるこ する憤りを共有できるよ

とを実践しようとする。 うな人間関係を築こうと

・本音で思いや悩みを打ち明けられる人 する態度を育成する。

間関係を築こうとする。



５ 本時の学習

（１）目 標

部落差別に対する強い憤りをもたせるとともに，自分がどのように生きていくか

を考え，差別解消に向けて他者と支え合える関係を築いていこうとする意欲を高め

る。

ねらいとする道徳的価値 Ｃ－11 公正，公平，社会正義

（２）普遍的な学習のテーマ 他者との信頼

個別人権課題名 同和問題

（３）展 開

学 習 活 動 指導上の留意点

１ なぜ彼女は，自分の出身地を告 〇これまでの学習を振り返らせ，差別が残さ

げることができないのかを考え れている現実について考えさせる。

る。

２ どうすれば，彼女の苦しみを少 〇個別に考えさせた後，班で話し合い，ホワ

しでも和らげることができるのか イトボードを用いて発表させる。

を考える。 〇自分一人では解決できないことでも，仲間

がいればよりよい方向へ進むことができる

ことに気付かせる。 ①

差別解消に向けて，自分はどのような生き方をしていくべきだろうか。

３ 自分のめざす生き方を考え，発 〇自分の生き方について，具体的な生活の場

表する。 面を想定して考えさせる。 ②

（４）評 価

・差別解消に向けて，他者と支え合える関係を築いていこうとする意欲を高めるこ

とができたか。 （価値的・態度的側面）①

・他者の意見をしっかりと受け止めるとともに，自分の考えを表現することができ

たか。 （技能的側面）②


